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『シャルダン  1699-1779』展カタログ表紙



































展覧会評： 「シャルダン  1699-1779」
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註
1 展覧会カタログは以下を参照。Exh. cat. , Chardin 1699-1779, Museo Nacional del Prado, Madrid, 2011 [以下 Exh. cat. MADRID 
2011]. なお、本稿で言及する展示作品には、これに基づいたカタログ番号（cat. no）を付した。
2 1979年の展覧会では 142点、1999年の展覧会では 99点が展示された。Exh. cat. , Chardin 1699-1779, Galeries nationales du 
Grand Palais, Paris, 1979; Exh. cat., Chardin, Galeries nationales du Grand Palais, Paris, 1999. ちなみに、今回の展覧会のうち、マ
ドリッドでのみ展示されたものは 15点、一方フェラーラでのみ展示された作品は 10点である。
3 註 2参照。




tercentenary exhibition and twenty years of scholarship», dans: Eighteenth-century studies, vol. 33, 2000, pp. 431-450, esp. 440.
7 同時代に執筆された伝記は、以下を参照。MARIETTE, Pierre-Jean, «Chardin», dans: Abecedario, published by Philippe de Chen-
nevières and Anatole de Montaiglon, Archives de l’art français, 1853-62, pp. 426-434; COCHIN, Charles-Nicolas, «Essai sur la vie 
de Chardin (1780)», (WILDENSTEIN, Georges, Chardin , Paris, 1933, pp. 34-47. に収録 ).
8 この作品の基礎研究は、以下を参照。ROSENBERG et TEMPELINI, op. cit., p. 240, no 108.
9 WATELET, Claude- Henri et LÈVESQUE, P.-C, «copier», dans: Dictionnaire des arts de peinture, sculpture et gravure, t. I, Paris, 
1792 (repr. Genève, 1972), pp. 494-495.
であったと言えるだろう。前期静物画作品や風俗画作品のオリジナルとレプリカ、ヴァリアントが揃う貴重な
機会となったことに加えて、これまで一般に見る機会のなかった《学校の先生》（¿J）や、個人蔵である
小型の静物画作品《白いテ ブールクロスの上の腿肉、蓋つき鍋、卵、大鍋、壺、蓋》（¿J）が公開に至り、
同時期の他の作品と比較ができた点でも意義のあるものであった。
